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hyouka/r020326_mid_rika.pdf

「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料



観点別学習状況の評価の観点の整理

技能

関心・意欲・態度

思考・判断・表現

知識・理解
主体的に学習に
取り組む態度

思考・判断・表現

知識・技能

資質・能力の三つの柱に基づいた目標や内容の整理を踏まえて、観点別学習状況の評
価の観点については、小・中・高等学校の各教科等を通じて、「知識・技能」「思考・判断・
表現」「主体的に学習に取り組む態度」の３観点に整理。

＜現行＞ ＜新＞

奈良県教育委員会



＜評価の工夫（例）＞

○ ペーパーテストにおいて、事実的な知識の習得を問う問題と、知識の概念的
な理解を問う問題とのバランスに配慮する。

○ 実際に知識や技能を用いる場面を設ける。
・ 生徒に文章により説明をさせる。
・ （各教科等の内容の特質に応じて）観察・実験をさせたり、式やグラフで表
現させたりする。
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「知識・技能」の評価

○ 学習の過程を通した知識及び技能の習得状況について評価する。

○ それらを既有の知識及び技能と関連付けたり活用したりする中で、他の学習や
生活の場面でも活用できる程度に概念等を理解したり、技能を習得したりしてい
るかについて評価する。

ア イ
ア 冬に息をはくと白くなった。
イ 生卵を加熱してゆでたまごを作った。
ウ お湯をわかすと、湯気が出てきた。

ウ



「思考・判断・表現」の評価

奈良県教育委員会

○ 知識及び技能を活用して課題を解決する等のために必要な思考力、判断力、
表現力等を身に付けているかを評価する。

＜評価の工夫（例）＞

○ 論述やレポートの作成、発表、グループでの話合い、作品の制作や表現等の
多様な活動を取り入れる。

○ ポートフォリオを活用する。

「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善を通じ、児童生徒が思考・
判断・表現する場面を効果的に設定する必要がある。

資質・能力を育むために重視すべき学習過程のイメージとして、
①「課題の把握」 ②「課題の探究」 ③「課題の解決」が例示されている。

（中学校学習指導要領（平成２９年告示）解説理科編）
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「主体的に学習に取り組む態度」の評価

○ 「主体的に学習に取り組む態度」については、知識及び技能を獲得したり、思考
力、判断力、表現力等を身に付けたりすることに向けた粘り強い取組の中で、自ら
の学習を調整しようとしているかどうか含めて評価する。

＜評価の工夫（例）＞

○ ノートやレポート等における記述

○ 授業中の発言

○ 教師による行動観察

○ 生徒による自己評価や相互評価等の状況を教師が評価を行う際に考慮する材

料の一つとして用いる

※「知識・技能」や「思考・判断・表現」の観点の状況を踏まえた上で評価を行う。
（例えば、ノートにおける特定の記述などを取り出して、他の観点から切り離して
「主体的に学習に取り組む態度」として評価することは適切ではない。）
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評価の進め方 留意点

１ 単元の目標を作成する

２ 単元の評価規準を作
成する

３ 「指導と評価の計画」を
作成する

授業を行う

４ 観点ごとに総括する

○ 学習指導要領の目標や内容、学習指導要領解説等を踏まえ
て作成する。
○ 生徒の実態、前単元までの学習状況を踏まえて作成する。
単元の目標及び評価規準の関係性について（イメージ図）

「内容のまとまりごとの評価規準」の
考え方等を踏まえて作成

○ １、２を踏まえ、評価場面や評価方法等を計画する。
○ どのような評価資料（生徒の反応やノート、ワークシート、作
品等）を基に、「おおむね満足できる」状況（Ｂ）と評価するか
を考えたり、「努力を要する」 状況（Ｃ）への手立てを考えたり
する。

○ ３に沿って観点別学習状況の評価を行い、生徒の学習改善
や教師の指導改善につなげる。

○ 集めた評価資料やそれに基づく評価結果などから、観点ご
との総括的評価（Ａ、Ｂ、Ｃ）を行う。

学習指導要領

「内容のまとまりごとの評価規準」

単元の目標
単元の評価規準

学習指導要領解説等を
参考に、各学校におい
て授業で育成を目指す
資質・能力を明確化
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「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する（P27）

「内容のまとまり」とは、学習指導要領に示す各教科等の「第２ 各分野の目標及び内容 ２ 内容」
の項目をそのまとまりごとに細分化したり整理したりしたもの。

【第１分野】

２ 内容

( 1 )身近な物理現象

( 2 )身の回りの物質

( 3 )電流とその利用

( 4 )化学変化と原子・分子

( 5 )運動とエネルギー

( 6 )化学変化とイオン

( 7 )科学技術と人間

中学校理科における「内容のまとまり」

【第２分野】

２ 内容

( 1 )いろいろな生物とその共通点

( 2 )大地の成り立ちと変化

( 3 )生物の体のつくりと働き

( 4 )気象とその変化

( 5 )生命の連続性

( 6 )地球と宇宙

( 7 )自然と人間
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学習指導要領の内容（P30)
〈例〉第１分野 (1)身近な物理現象

身近な物理現象についての観察、実験などを通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。

ア 身近な物理現象を日常生活や社会と関連付けながら、次のことを理解するとともに、

それらの観察、実験などに関する技能を身に付けること。

(ｱ) 光と音

㋐ 光の反射・屈折

光の反射や屈折の実験を行い、光が水やガラスなどの物質の境界面で反射、屈折

するときの規則性を見いだして理解すること。

㋑ 凸レンズの働き

凸レンズの働きについての実験を行い、物体の位置と像のでき方との関係を見い

だして理解すること。

㋒ 音の性質

音についての実験を行い、音はものが振動することによって生じ空気中などを伝

わること及び音の高さや大きさは発音体の振動の仕方に関係することを見いだして

理解すること。

(ｲ) 力の働き

㋐ 力の働き

物体に力を働かせる実験を行い、物体に力が働くとその物体が変形したり動き始

めたり、運動の様子が変わったりすることを見いだして理解するとともに、力は大き

さと向きによって表されることを知ること。また、物体に働く２力についての実験を行

い、力がつり合うときの条件を見いだして理解すること。

イ 身近な物理現象について、問題を見いだし見通しをもって観察実験などを行い、光の

反射や屈折、凸レンズの働き、音の性質、力の働きの規則性や関係性を見いだして表

現すること。

知識及び
技能に関
する内容

思考力・判断力・
表現力等に関す
る内容

大項目

中
項
目

小
項
目



観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

内
容
の
ま
と
ま
り
ご
と
の
評

価
規
準

例

身近な物理現象を日常生活
や社会と関連付けながら、光
と音、力の働きを理解している
とともに、それらの観察、実験
などに関する技能を身に付け
ている。

身近な物理現象について、問
題を見いだし見通しをもって
観察、実験などを行い、光の
反射や屈折、凸レンズの働き、
音の性質、力の働きの規則性
や関係性を見いだして表現し
ている。

身近な物理現象に関する事
物・現象に進んで関わり、見
通しをもったり振り返ったりす
るなど、科学的に探究しようと
している。

学びに向かう力・人間性等

自然の事物・現象に進んで関わり、
科学的に探究しようとする態度を養
う。

１分野の目標(3）

奈良県教育委員会

「内容のまとまりごとの評価規準」の例（P31)

主体的に学習に取り組む態度

物質やエネルギーに関する事物・現
象に進んで関わり、見通しをもった
り振り返ったりするなど、科学的に
探究しようとしている。
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「単元（中項目）ごとの評価規準」を作成する（P38、３９）

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

内
容
の
ま
と
ま
り
ご
と
の
評

価
規
準

例

身近な物理現象を日常生活や
社会と関連付けながら、光と音、
力の働きを理解しているととも
に、それらの観察、実験などに
関する技能を身に付けている。

身近な物理現象について、問
題を見いだし見通しをもって観
察、実験などを行い、光の反射
や屈折、凸レンズの働き、音の
性質、力の働きの規則性や関
係性を見いだして表現してい
る。

身近な物理現象に関する事
物・現象に進んで関わり、見通
しをもったり振り返ったりするな
ど、科学的に探究しようとして
いる。

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

単
元
（
中
項
目
）
ご
と
の
評
価
規
準

例

光と音に関する事物・現象を日
常生活や社会と関連付けなが
ら、光の反射や屈折、凸レンズ
の働き、音の性質についての
基本的な概念や原理・法則な
どを理解しているとともに、科
学的に探究するために必要な
観察、実験などに関する基本
操作や記録などの基本的な技
能を身に付けている。

光と音について、問題を見いだ
し見通しをもって観察、実験な
どを行い、光の反射や屈折、凸
レンズの働き、音の性質の規則
性や関係性を見いだして表現
しているなど、科学的に探究し
ている。

光と音に関する事物・現象に
進んで関わり、見通しをもった
り振り返ったりするなど、科学
的に探究しようとしている。

粘り強さ

自らの学習の調整
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第３編 単元ごとの学習評価について
〈指導事例（７事例）の紹介〉（Ｐ４３、４４）

事例１ キーワード 指導と評価の計画から評価の総括まで

「天体の動きと地球の自転・公転」 第３学年

事例２ キーワード 指導と評価の計画から評価の総括まで

「運動の規則性」 第３学年

事例３ キーワード 「知識・技能」の評価

「生物と細胞」 第２学年

事例４ キーワード 「思考・判断・表現」の評価

「化学変化と電池」 第３学年

事例５ キーワード 「知識・技能」「思考・判断・表現」の評価

「光と音」 第１学年

事例６ キーワード 「知識・技能」「主体的に学習に取り組む態度」の評価

「化学変化」 第２学年

事例７ キーワード 「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む態度」の評価

「遺伝の規則性と遺伝子」 第３学年

［ポイント］
①事例ごとにキーワ
ードを設けて解説。

②評価規準の提示と
ともに、具体的な評
価の方法を解説。

③単元目標や単元の
指導計画を併せて
提示。
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事例２ 指導と評価の計画から評価の総括まで 第３学年「運動の規則性」
（Ｐ５７）

評価を行う場面の精選

評価の計画として、生徒全員の観点別の学習状況を記録に残す場面と、特徴的な生
徒の学習状況を確認する場面を示し、評価を行う場面の精選を示している。

重点：
生徒の学習状況を確
認する際、重点とする
観点
知：「知識・技能」

思：「思考・判断・表現」
態：「主体的に学習に取り
組む態度」

記録：
○は、備考に記入され
ている評価規準に照ら
して、生徒全員の学習
状況を記録に残す場面
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「知識・技能」の評価例（第９時）

事例２ 指導と評価の計画から評価の総括まで 第３学年「運動の規則性」
（Ｐ６０）

【評価規準】
運動の規則性を日常生活や社
会と関連付けながら、運動の速さ
と向き、力と運動についての基本
的な概念や原理・法則などを理解
している。

ペーパーテストの記述を分析
することにより、概念的な知識に
関する評価を行う。ドライアイス
片が、斜面を下って水平面を運
動する事象を提示し、問１では、
速さの変化と力の関係を捉えて
いるかを問う。また、問２では、時
間の経過と速さの変化との関係
を問う。
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事例２ 指導と評価の計画から評価の総括まで 第３学年「運動の規則性」
（Ｐ６０）

【評価規準】
運動の規則性を日常生活や社会と関連付けながら、運動の速さと向き、力と運動についての基本的な概念
や原理・法則などを理解している。

【評価Ｂの例】

速さと力の関係を捉えて記述して
いる。

斜面を下る運動については速
さと時間の関係を適切に記述
していないが、水平面の運動
については記述している。

問１

問２
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事例２ 指導と評価の計画から評価の総括まで 第３学年「運動の規則性」
（Ｐ６１）

【評価規準】
運動の規則性を日常生活や社会と関連付けながら、運動の速さと向き、力と運動についての基本的な概念
や原理・法則などを理解している。

【評価Ａの例】

速さと力の関係を適切に捉えて
記述している。

斜面を下る運動についても水
平面の運動についても速さの
変わり方と時間との関係を適
切に記述している。

問１

問２
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事例２ 指導と評価の計画から評価の総括まで 第３学年「運動の規則性」
（Ｐ６１）

【評価規準】
運動の規則性を日常生活や社会と関連付けながら、運動の速さと向き、力と運動についての基本的な概念
や原理・法則などを理解している。

【評価Ｃの例】
力と速さの変化を関係付けて正
しく記述していない。

斜面を下る運動については
速さと時間の関係を適切に
記述できていない。また、水
平面上の運動における速さと
時間の関係は正しく記述して
いるものの、問１の記述と整
合性がない。

【「努力を要する」状況と評価した生徒に対する指導の手立て】
・ 記録テープの結果を基に、運動方向に動く力と速さの変わり方や、速さと時間との関係を捉えることがで
きるように個別に指導する。
・ 物体に働く力を捉えていない場合は、斜面上と水平面上で静止している物体に働く力の違いを実感し、こ
れを基に物体の速さの変化を考察することができるように支援する。

問１

問２



奈良県教育委員会

「思考・判断・表現」の評価例（第５時）

事例２ 指導と評価の計画から評価の総括まで 第３学年「運動の規則性」
（Ｐ６３）

【評価規準】
斜面を下る力学台車の運動の様子を調べた実験結果を基にして、斜面を下る力学台車に働く力の大きさと
力学台車の速さの変わり方の規則性を見いだして表現している。

課題：
斜面上の力学台車に働く
力の大きさと力学台車の速
さの変わり方にはどのような
関係があるのだろうか。

課題に対するワークシートの
記述を分析することにより、評
価を行う。

【評価Ｂの例】

【評価Aの例】
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「主体的に学習に取り組む態度」の評価例（第８時）

事例２ 指導と評価の計画から評価の総括まで 第３学年「運動の規則性」
（P６４～６６）

【評価規準】
習得した知識及び技能を活用して、力学台車に働く力の大きさと力学台車の速さの変化を関係付け、試行
錯誤しながら、課題を説明しようとしている。

力が働き続けるときと力が働いていな
いときの物体の運動に関する知識及び技
能を活用して、第４時で設定した課題を
解決しようとしているかを、本時の「振り
返りシート」の記述を基に評価する。

【評価Ｂの例】



「主体的に学習に取り組む態度」の評価例

事例７ 「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む態度」の評価
第３学年「遺伝の規則性と遺伝子」（P９３～９５）

奈良県教育委員会
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「平成３０年度全国学力・学習状況調査の調査結果を踏まえた
理科の学習指導の改善・充実に関する指導事例集」

https://www.nier.go.jp/kaihatsu/shi
dousiryou/rika/r01.html

○ 映像資料（１５分程度）
・小学校６事例
・中学校６事例

○ 指導資料
・学習指導案


